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研究成果の概要（和文）：江戸時代のキリシタン墓地を対象に、墓石を中心に考古学的調査を行った。その結
果、キリスト教禁制によって墓石が変容する過程を、大分県南部地域と熊本県天草地域で行い、十字架文様や洗
礼名が消失しても、1640年代から60年代までキリシタン特有の長方形伏碑を使い続け、寛文年間には方形に変容
したうえで、元禄年間には戒名を刻む近世的墓石に変容する過程を後付けることができた。
　これは1660年代まで豊後と天草では切支丹類族改め制度が確立するころにはキリスト教の信仰が途絶えたこと
を、墓地と墓石の研究から推定できた。これは潜伏キリシタンが明治時代まで存続した西九州とは異なる歴史が
あったことを示している。

研究成果の概要（英文）：An archaeological survey was conducted focusing on gravestones at Christian 
cemeteries from the Edo period. As a result, we were able to trace the process by which gravestones 
were transformed due to the prohibition of Christianity in the southern region of Oita Prefecture 
and the Amakusa region of Kumamoto Prefecture, and even though the cross motifs and baptismal names 
disappeared, until the Kanbun era, when they were transformed into square-shaped stones, and then in
 the Genroku era, they were transformed into Edo-style gravestones with Buddhist posthumous names 
engraved on them.
　From research into graveyards and gravestones, it was possible to infer that the Christian faith 
had died out by the 1660s, around the time the system of Christian conversion and reformation was 
established in Bungo and Amakusa. This indicates that there was a different history to that of 
western Kyushu, where the hidden Christians continued to exist until the 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　世界的に知られている江戸時代の潜伏キリシタンの信仰や生活については、これまで明治時代以後のカクレキ
リシタン信仰を維持した人々の、文献資料を利用した研究や、民俗学・宗教学からのアプローチが中心で、現在
まで残された同時代の石造物を利用した研究は、長崎浦上の潜伏キリシタン信徒の墓石をあつかった片岡弥吉の
20世紀中ごろの研究が唯一のものであった。
　今回浦上を含めて天草と豊後地方の潜伏キリシタンの墓石に残された墓制を広く調査することで布教期から潜
伏期に至る潜伏キリシタンの墓制を考古学から復元して、その信仰の一定の側面を考古資料からアプロ―チでき
ることを示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
田中は 2002年以来キリシタン墓碑の考古学的研究をおこない、キリシタン墓碑の存続年代が

1580 年代から 1620 年代に限られることを確認した。同時に 1620 年元和末年ごろを境に中世
的五輪塔や宝篋印塔が大名や武士層など身分的上層を除いて衰退し、近世の墓碑型式と入れ替
わること、西九州では新たに唐人墓が出現することなど予想された。さらに 18世紀の後葉には
石造のオランダ人墓があらわれる。中世の宗教別の墓碑から、日本人・唐人・オランダ人という
民族別の墓碑に転換し、固有のキリシタン墓碑はそのよおうな墓碑の歴史的転換のなかで消滅
すると考えられた。 
ところが 2010年から始まった大分県臼杵市下藤キリシタン墓地の調査は、墓石以外に地上標
識となる石組遺構と従来キリシタン墓碑とは見なされてこなかった未整形の伏碑型墓碑が用い
られていることが判明し、さらに神野(こうの)家墓地の調査において 1656(明暦 2)年銘の近世墓
碑の台石がキリシタン伏碑であることを確認した。そのキリシタン墓石の系譜をひく伏碑型墓
石が 1620年代以後も 17世紀中ごろまで存続する可能性が示唆された 。 
さらに 18世紀中葉の長崎市浦上地区の墓碑が布教期の伏碑と同一形式の切妻形墓碑であるこ
とを確認した。つまり一部の地域では禁教期に入ってもキリシタン墓碑が 18世紀にも存続して
いるのである。 
そこで潜伏初期から明治の復活期までの潜伏キリシタンの墓碑資料を予備的に集成したとこ
ろ、考古学的な分類と形式変化と紀年銘による年代設定が可能であるという見通しを得た。 
 
２．研究の目的 
江戸時代の基本的性格は 17世紀前半に強力に推し進められたいわゆる「鎖国」政策とキリシ
タン禁制政策によって形成された。鎖国の原因となったキリシタン禁制は、200年以上も続いて
19 世紀中ごろ西欧諸国の圧力によってようやく明治初期になって廃止されるほど、日本の近世
社会を特徴づける政策であった。その 200 年を超える禁教時代になお信仰を維持した潜伏キリ
シタンの墓地や墓碑が最近明らかになってきた。本研究はその実態を考古学的に研究し、墓碑と
墓地の特徴を明らかにし、墓碑の型式設定や墓碑年代決定等の基礎的研究をおこなうことを目
的としている。 
潜伏期のキリシタン墓地調査 キリシタン禁教がはじまった 1610年代から、幕末明治の開国
政策によりキリスト教が解禁された 1870年代の明治時代まで、九州西部を中心に潜伏したキリ
シタンの存在が知られている。禁教時代には建前上キリシタンは弾圧によってキリスト教徒は
棄教しているので、キリシタン墓碑も存在しないはずである。ところがその時代のキリシタン墓
碑と考えられる石造墓石が九州各地に存在することが明らかになってきた。その多くは近世初
期のキリシタン墓碑の形態的系譜をたどれる墓碑であり、一部には紀年銘資料も存在する。そこ
で考古学的方法によって墓碑資料を収集し、その形態的特徴、型式学的変遷、年代等の基礎的研
究をおこなった。 
 
３．研究の方法 
作業として➀禁教時代のキリシタン墓碑の年代的、型式的変遷と系譜を検討するために考古学
的方法による測量、作図・記載を行って基準資料を作成する。②具体的に 1614年から 1660年
代の「崩れ」（キリシタン露見による大量弾圧事件）までの初期潜伏キリシタンの動向と、その
後の切支丹類族制度の動向など 1873(明治 6)年の切支丹高札撤去以前の信仰を、考古資料とし
ての墓碑資料から究明し、③各種の近世墓地と潜伏時代キリシタン墓の変遷の方向、画期、消長
を比較して近世キリシタンの動向を考古資料によって研究する。 
 潜伏初期のキリシタン墓地調査 1614（慶長 19）年の禁教期前後から 17 世紀後半の墓地を対
象とする。対象遺跡は大分県豊後大野市栗ヶ畑墓地、熊本県菊池市上木庭墓地、熊本県天草市の
キリシタン墓地群である。 
潜伏期のキリシタン墓地調査 大分県内の 17 世紀後半から 18 世紀の切支丹類族の墓制を明
らかにするため、伏碑形墓碑からの系譜をひくとされていりいわゆる「斗枡墓」等の墓碑、特に
紀年銘資料の集成を行い、その真偽を検討する資料をえる。まず 18 世紀中頃の紀年銘資料を有
する長崎県長崎市浦上地区の墓碑群の実測調査を行いその特徴を記録する。特に浦上一番崩れ
の故地で片岡弥吉の銘文読解 によって 18 世紀中ごろの潜伏キリシタンの墓碑であることが明
白かつ、かねてより知られている経ヶ峰墓地の墓碑を中心に実測調査を行う。 
明治初期のキリシタン墓地の調査 明治初年の新政府のキリスト教弾圧により配流された浦
上キリシタンの墓地のひとつである鹿児島市福昌寺キリシタン墓地の調査をおこなう。この墓
地は明治３（1870）年ないし明治４（1871）年の銘文をもつ墓碑と自然石の墓石からなり、明治
6（1873）年の切支丹禁制高札撤去以前の薩摩藩配流中の死者の墓碑であるが、仏教形式ではな
く洗礼名を記載するという稀有な例であり、自然石墓石の形態も長崎の浦上キリシタンの浦上
一番崩れ以後の墓碑形式である野石墓地の形態を踏襲している可能性がある。 
 



４．研究成果 
全体を通じてまず第１に、1610 年代から 20 年代にかけて実質的に進行したキリスト教禁制に
よって変容する墓地の調査を、大分県豊後大野市栗ヶ畑亀甲墓地と同県臼杵市掻懐墓地と熊本
県天草市富士尾墓地で行い、墓碑から十字架文様や洗礼名の銘文が消失しても、1640 年代から
60 年代までキリシタン特有の長方形の伏碑を使い続けていることが判明した。60 年代の寛文年
間には長方形から方形に墓碑の形態が変容したうえで、元禄年間にはその上に戒名を刻む近世
的立碑形の墓石に変容する流れを栗ヶ畑墓地や掻懐墓地で後付けることができた。これは 1660
年代寛文期まで豊後と天草地域ではキリシタンが潜伏できたが、その後切支丹類族改め制度が
確立するころにはキリスト教の信仰が途絶えたことを意味しており、墓地と墓石の研究からそ
の変化を追跡できることが可能であることをしめす。またその歴史的意義は潜伏キリシタンが
明治時代まで存続した西九州とは異なる歴史があったことを示している。 
 第 2 に江戸時代を生き抜いた潜伏キリシタンのうち長崎市の浦上の潜伏キリシタンに注目し、
その墓地に残る 18 世紀の墓石調査を浦上経の峰墓地で行い、18 世紀の中ごろに戒名を使わない
長方形の伏碑を使っていることを考古学の面から確定した。あまり注目されてこなかったが墓
碑の正面に銘文を刻むための彫りくぼめがあり、それは同時代の仏教墓碑の形態の影響を受け
ており、潜伏キリシタンの信仰形態を反映していると考えられた。 
 第 3 に幕末から明治初期の「浦上四番崩れ」に伴う浦上キリシタンの配流先の墓地である鹿児
島市福昌寺墓地を調査し、明治 3年と 4年の配流中の死者の洗礼名が刻まれた墓碑と、潜伏時代
そのままに変容した十字表現を刻んだ「野石」墓石からなる墓地であることを明らかにした。そ
の墓碑が明治 6 年までの配流中に建てられたのか、その後に建てられたのか慎重に検討するこ
とが求められる。野石墓地に刻まれた変容した十字架表現は、浦上キリシタンに伝承されてきた
十字架に対する信仰形態の変容をよく示していると考えられる。 
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